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【緒言】熱蛍光材料は、照射された放射線のエネルギーを吸収・蓄積した後、外部からの熱の刺

激により発光する材料であり、個人被ばく線量計や環境計測などに用いられている。熱蛍光材料

の中でも、Tm添加 CaF2は TLD-300として実用化されており、150℃及び 250℃に観測される二つ

熱蛍光グローピークの相対強度が大きな LET 依存性を示すため、混合放射線場における線量測定

に用いられている[1]。本研究では、Tm添加 CaF2の特性向上に向けて、放電プラズマ焼結(SPS)法

により Tm添加 CaF2透明セラミックスを新たに作製し、そのドシメータ特性を調べた。 

【実験方法】99.4:0.6 の重量比で CaF2 及び TmF3 を混合後、カーボンダイスに充填し、真空中で

1070℃、15分焼成することで透明セラミックス試料を得た。透明セラミックス材料の比較対象と

して Tm 添加 CaF2の単結晶を用いた。Tm 添加 CaF2単結晶を Czochralski 法によって作製した。 

【実験結果】図 1に、X 線照射下のシンチレーションスペクトルを示す。双方の試料で 295、344、

360、450 nm等に Tm3+の 4f-4f遷移由来の鋭いピーク、及び 300 nmに自己束縛励起子由来のブロ

ードなピークが観測された。透明セラミックスのシンチレーション強度は単結晶よりも低い値を

示した。図 2に、1 Gyの X 線照射後の熱蛍光グロー曲線を示す。双方の試料とも 150℃及び 250℃

付近において熱蛍光グローピークを示した。シンチレーションスペクトルと異なり、透明セラミ

ックスの方が高い強度を示した。本講演では、当該物質の熱蛍光特性の詳細について述べる。 
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図 1 CaF2:Tmのシンチレーションスペクトル     図 2 CaF2:Tm の熱蛍光グロー曲線(昇温速度 1℃/h) 

 

第79回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2018 名古屋国際会議場 (愛知県名古屋市))20p-PB5-57 

© 2018年 応用物理学会 02-094 2


